平成２６年度第１回櫛引地域地区公民館運営審議会記録（概要）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日時：平成２６年６月２６日（木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18:30～19:30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：櫛引公民館講座室

＜出席者＞

　　委　員：　成田進委員長、斎藤ゆう子副委員長、齋藤明夫委員、
小松幸樹委員、鈴木康弘委員、三浦智幸委員、
難波正喜委員
　　事務局：　櫛引庁舎総務企画課長（併）社会教育課主幹　菊地ゆかり、

コミュニティ防災専門員（併）大宮将義
＜欠席者＞

　　委　員：　瀬川幸子委員、大滝真富委員、佐久間忠勝委員、今野愼太郎委員、
菅原　勝委員、金内一恵委員
＜公開・非公開＞　公開

＜傍聴者＞　　　　なし

＜会議内容＞　

１．開会
２．委員長あいさつ、委員自己紹介

３．協議

（１）平成２５年度櫛引公民館関係事業の内容と平成２６年度の計画について
　　　～リーダー研修会のDVDを見ながら事業を説明～
　　・高校生ボランティア「NO-SIDE」の内訳を教えてもらいたい（委員）
→２５年度は１年生１人、３年生４人であったが、卒業にともない会員数の減少が危惧された。しかし今年度は新たに羽黒高校１年生３人、天真学園高校２年生１人の４人が加入し、合計５人となった。（公民館）
・高校生ボランティアの活動はよい取組みである。山添校から西小学校には読み聞かせを行っていただき感謝している。ボランティアを通して高学年が低学年に読み聞かせをするなど、いい効果が出ているので、ぜひ継続させていただきたい。（委員）
・櫛引公民館の公民館事業における山添校との関わりはどういうものがあるのか。（委員）

　　　→昨年のくしびき文化祭では、絵画の出展や演劇同好会の寸劇で山添校から参加があった。また、学園祭の演劇部門も櫛引公民館で実施している。（公民館）
　　・生徒児童は異世代交流で育つ。今後とも地域で子ども達に関わる事業を期待する。(委員)
　　・子ども会リーダー研修会はいい事業である。強制参加でないため参加者数が減少傾向とあるが、事業の様子をDVDで見せながら説明すれば、地区の子ども会も納得すると思うので、ぜひ多くの子どもから参加してもらいたい。(委員)
　　・子ども会リーダー研修会の日程調整が大変であるが、今年度はスポ少の大会と重ならないため、多くの参加者が期待できるのではないか。(委員)
　　・子ども会リーダー研修会はDVDを見て大変いい事業と感じた。ぜひ続けてもらいたい。(委員)

　　・子ども会リーダー研修会はぜひ学社連携で進めてもらいたい。(委員)

　　
　　・幼児教育には親子人形劇教室、小学生には子ども会リーダー研修会、高校生にはボランティア活動というように大変充実した事業展開を行っていると思うが、中学生を対象とした事業がないと感じる。 (委員)

　　　→子ども会育成会連合会には中学生の親も加入している地区がある。研修会では思春期の子どもを持つ親への研修を行う機会はあるものの、中学生を対象とした事業がないので、今後、検討していきたい。（公民館）

・放課後子ども教室で行っている農業体験は、収穫の喜びを体験できるので大変よい取組みだと思うが、今年度はどんなものを植えているのか。(委員)

　　　→今年はジャガイモ、ニンジン、二十日大根、お化けかぼちゃを植えている。また、西小学校の校長先生から枝豆の苗も提供していただいた。収穫の際には多く集まるのだが、雑草取りとか普段の活動への参加者が少ないのが課題である。（公民館）
（２）各団体からの情報提供

　　・市芸術祭に昨年は、生花、絵画、木彫り、楽焼、切り絵、押し花、書道の合同作品展として参加していたが、今年は、カラオケを新たに含めて櫛引地域合同芸術観賞会として９月６日、７日の日程で開催する。皆さんからもぜひご覧いただきたい。(委員)

４．閉会
